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7５ 

動かすこと及び物理的変化を連想させる

英語動詞群の意味分析

伊藤幸一

はじめに

「動かすこと」は「動くこと」を他にさせることであり，並記して考察すべ

きなのかも知れない。しかし，これらは移動が中心で，後者は移動しつつある

進行状態が重視され，前者は移動させられた結果の状態が話題となり，物理的

変化をもたらすことへとつながる。そこで「動かすこと」は，物理的変化と並

記されることになる。

妥当だと思われるので人間を中心として考察するけれど，本稿は「ＰＵＬＬ・

ＰＵＳＨに動かされる英語動詞群の意味分析」とでも言い換えられる程であり，

更にＰＲＥＳＳも加えて良いか(⑪。まず『動かすこと』として，人の手を介して

の物の移動，基本的なＰＵＬＬ・ＰＵＳＨの動き，重力に対する依存について，

固着及び詰めること，複数集めること，を順次，分析する。

次に『物理的変化』として，手によることを中心に考え，まず掴むこと，そ

の外延の捻ること，内包の引くこと，次に，この系列とは対立するであろう触

れること，外延の擦ること，内包の押すこと，更に，これらに弾承をつけた叩

くこと，外延の破くこと，内包の壊すことの順で，間接的に物理的変化を連想

させるものから，本格的なものへと分析を進める。

動かすこと自身，既に物理的変化であり，本格的物理的変化も，動かす際に

生じ，動かすことを伴なうので，どちらが顕著なのかによって分類することに

なる。しかし，上記の枠内に納まらないものも出て来る。分離とか結合とか混

合，液体に漬けること，汚れに関して，奇麗にすることを『まとめ』として論

及する。

本稿の対象とする動詞群は「口・手・足から連想される」動詞群の表わす基

本的動作・所作等に大いに関係し，特に『手』は霞複する。また「ＤＯに誘引
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7６ 

される」遂行・成就等に関する動詞群にも大いにかかわる。「精神的変化を連

想させる」動詞群とは，受動態を通常の文章構造とするものがあること，比噛

的にであれ，同種の意味を持つものがあることなどで，一部，交錯しているよ

うに思える。

ただし，液体，特に水，気体，特に空気に関しては別途にまとめる方が良い

と考え，なるべく言及を控える。また，本稿の対象とする動詞表現の中には名

詞としても機能し，かつ，その方が認識的に優越するものもあり，別の視点か

らの解析も有意義であることを示唆しているように思える。

動かすこと

ここでの「動かすこと」は『はじめに』述べたように，移動あるいは移動に

つながって行くとか，それに近い動きを対象物にさせることであり，それらを

連想させるだろう表現を分析する。

＜ＭＯＶＥ・ＳＥＮＤ・ＣＡＲＲＹ＞何かを，ある場所から動かすことには

ＭＯＶＥが適用される。対象物が本来，自ら動く機能を持っていてもかまわiな

い。代表的には人や荷物を含む引越しを意味する。ＳＨＩＦＴは僅かな移動を暗

示する。明確に，どこからどこへなのかをＴＲＡＮＳＦＥＲは強調しているか。

問題の場所から言わせれば，対象の物は除かれたことになるが，それを暗示

するのがＲＥＭＯＶＥである。ついでながら，空いた場所を新たに他の物で充

足するのはＲＥPLACE，DISPLACE，ＳＵＰＰＬＡＮＴ，SUPERSEDEである。

代用のＳＵＢＳＴＩＴＵＴＥ，順序交換のTRANSPOSEも追記しておこう。

自らの手によらない場合も含めて，ある場所へ行き着くように送り出すのは

ＳＥＮＤである。急ぎの場合はＤＩＳＰＡＴＣＨが適用されるか。ＴＲＡＮＳＭＩＴ

は遠距離を暗示する。具体的に乗物で積出すのはＳＨＩＰである。一方，仲介し

て誰かに渡すのがＰＡＳＳであり，ＨＡＮＤは，より具体的に手渡すことであ

る。配達するということになるとDELIVERが適用され，分配するのはＤＩＳ

ＴＲＩＢＵＴＥである。

人の移動は強く視覚に訴えるけれど，その際に手に持っている物，あるいは

携えている物を話題にしよう。誰でもmoveする際に携えている物を話題にす

るとＣＡＲＲＹが適用される(2)。現在ならば車を利用してのことが多いか。人

が動くのは当然で，携えていることだけを強調する場合もあるが，それには特

にＢＥＡＲが適用される。より重い物を連想させるか。ＴＲＡＮＳＰＯＲＴは遠
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7７ 

距離を専門的に行なうことであろう。ベルトコンベアのＣＯＮＶＥＹも追記し

ておこう。方向が明確な場合もある。ＴＡＫＥは，こちらからｇｏする際のこ

とであり，ＢＲＩＮＧは，こちらへｃｏｍｅする際のことである。ある場所まで

行って，何かを携えてreturnするのはFETCHである。

＜ＰＵＬＬ・ＰＵＳＨ・ＬＩＦＴ＞ここまで来ると，更に具体的かつ基本的な，

身体や手・足を使って物を動かすことを考えざるを得ない。まず，物に手が触

れれば，掴んで手元に引こうとするであろう。普通はＰＵＬＬが適用される。

DＲＡＷは滑らかな動きを述想させ，より重い物を対象とするＤＲＡＧは，時

に，リ|き摺ることにもなる。ＨＡＵＬは更に重い物に対し，他の動力をnlいる

こともあり，広く運搬の葱にも適用される。タグボートや綱引きにかかわる

ＴＵＧも挙げておこう。

引くこととは逆に，対象物に向かって押すことも考える必要があろう。一般

的にはＰＵＳＨであろう。より重い物に対して強い力が加わるとＳＨＯＶＥで

ある。更に急激だとＴＨＲＵＳＴが適用される。ついでながら推進力だけをilji

調するとＰＲＯＰＥＬとなる。

両方向の力とも，僅かな傾斜や起伏を含め，ノしそ水平面の移動が想定される

が，記した通りの力が作用するなら，どこでも良い。しかし，対象物の形状に

もよるが，重心に向かって，しかるべく力が作用しないと，横転したり転倒し

たりする。場合によっては転がした方が良いか。ＲＯＬＬが適用される。

ところで垂直方向あるいは，それに近い場合，つまり重力に逆っての移動に

は,特にＬIFTが適用される(3)。より重いので,ゆっくりと強い力を必要とする

のはＨＥＡＶＥであり,滑車など利用しての引き上げを連想させるのはＨＯＩＳＴ

である。商い位置への移動を強調するのはＥＬＥＶＡＴＥであろう(`)。同様に

RAIＳＥも適用されるが，立てること，立たせることも意味し，その状態を独

調すればＥＲＥＣＴにつながる。ＳＴＡＮＤも挙げざるを得ない。

押したり引いたりする場合にも指摘したように，しかるべく力が作用せず，

傾げてしまうのはＴＩＬＴ，ＬＥＡＮ，ＩＮＣＬＩＮＥであり，重力に任せたわけで

はないが，すっかりバランスを崩しての横転や転倒はTIP，ＯＶＥＲＴＵＲＮ，

UPSETである。更に上下，逆にすることを強調するとＩＮＶＥＲＴであり，

ＲＥＶＥＲＳＥも挙げておこう。以上，当然，意図的な場合もありうる。

＜ＴＨＲＯＷ・ＨＡＮＧ・ＰＵＴ＞空中で重力に委ねれば，落とすことになり

ＤＲＯＰが適用される。液体や小断片が容器から，こぼれるのはSPIＬＬであ
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る。ついでながら，木など立っている物を倒すのはＦＥＬＬである。

落下に委ねるだけでなく，上に，あるいは横にスウィングさせると，投げる

ことになりＴＨＲＯＷが適用される。持ち上げる意に加え，投げる意も持ち，

説明的なのはＨＥＡＶＥである。力強く遠くへ投げるのはＨＵＲＬであり，狙い

を付けてのＰＩＴＣＨと共に野球の投手を連想させる。投げつけるのはＦＬＩＮＧ

であり，上に軽く放るのはＴＯＳＳである。ついでながら，指先で弾いたり払

い除けるのはＦＬＩＣＫ，FLIP，FILLIPである。

空中で落ちることもなく浮いた状態は，カーテンなどを連想させるが，吊る

すのはＨＡＮＧである(6)。何かの上に乗っているのではなく，つまり下からで

はなく横から，あるいは上から支えられているのである。ＤＡＮＧＬＥは下の方

が，ぶら下って揺れている状態を連想させる。紐などで吊り下げ，空中に浮い

ているかのように思わせるのはＳＵＳＰＥＮＤである。空中に浮いているゴミな

どにも適用される。投げる意も持つＳＬＩＮＧを，ここに追記しておこう。

下から支えていても不安定な場合がある。鳥を止まり木に止まらせるように，

高い場所に置くのはPERCHである。ここで一般的に，対象物を移動後，置

くことを体系立てて考えて糸よう。置く前には，どこであれ，より高い位置か

ら下に下げる必要があるので，まず説明的にはＬＯＷＥＲが適用される。最も

一般的な表現はＰＵＴであろう。しかし形状によっては，既述したＳＴＡＮＤ

の方が適切な場合もある。どんなにバランスを崩し易い物でも，横にすれば安

定するだろう。ＬＡＹが適用されるが，広げたり，敷いたり，などの場合も考

えられる。そこでＳＰＲＥＡＤ，ＥＸＴＥＮＤも挙げておこう。

その場所が，しかるべき場所であることを暗示するのがＰＬＡＣＥであろう。

整頓することも意味する。建物などにはLOCＡＴＥが適用される。四囲との

関連を連想させるのはＳＥＴであり，配腫の意もある。ＳＥＴＴＬＥは今まで不

安定だった物が安定することを意味する。定住の意がある。更に固定を強調す

るとＦＩＸとなる。

＜ＡＴＴＡＣＨ・ＢＩＮＤ・ＰＡＣＫ＞動かないように固定させるには，それら

しき物に取り付けることが考えられＡＴＴＡＣＨが適用される。はめ込む場合

はＥＭＢＥＤである。固定させるべく留めたり，結び付けるのはＦＡＳＴＥＮで

ある。具体的に，例えばＰＡＳＴＥ，ＮＡＩＬ，ＰＩＮ，ＰＬＡＳＴＥＲＣＥＭＥＮＴ

は，それぞれ糊，釘，ピン，絆創膏，セメントで固定させることである(`)。こ

れらはＳＴＩＣＫに総括される。紐やロープを結びつけるのはＴＩＥで，その結
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び目を強調するのはＫＮＯＴである。これらの具体的なものにｶﾛえて，包帯を

巻くＢＡＮＤＡＧＥや，布などを巻き付けて括ったり，束ねて縛ったりするの
もＢＩＮＤは意味する。

花束など，奇麗に束ねて縛るのはＢＵＮＣＨであり，荷造りのように，より

大きく詰め込糸，包むのはＢＵＮＤＬＥ，ＢＡＬＥである。ついでながら，差し込

むのはINSERT,ＩＮＳＥＴである。縛るだけでなく箱や袋やケースに入れたり，

詰めたり，覆ったりすることになると，それぞれＢＯＸ，ＢＡＧ，（EN-)ＣＡＳＥ

が適用される。程良い包糸を作るのはＰＡＲＣＥＬである。ＰＡＣＫＡＧＥは，よ

り大きい場合もあるだろうか。同様なＰＡＣＫは詰め込むことを強調している。

壊れ易い内容物を守るための詰め物にも適用される。ついでながら，詰めて一
杯にするのはＦＩＬＬであり，ＣＲＡＭは詰め込んだり，差し込んだりするこ
とである。同様なＳＴＵＦＦは，詰め物で張り裂けそうな状態を連想させる。

体重を掛けたりして押し込むことにも適用されるＰＲＥＳＳを，ここで敢えて挙
げておこう。

布や紙を大きく巻きつけ，覆ったり，包んだりするのはＷＲＡＰ，ＥＮＶＥＬ‐

ＯＰである。ＣＯＶＥＲは部分的に覆うことを含め，隠したり，防禦することを

暗示する。包むことは周りを囲むことでもありＳＵＲＲＯＵＮＤを，ここに記し
ておこう。更にENCLOSEは，その囲承の中に何かを入れることも意味する
説明的な表現である。

＜ＨＥＡＰ・ＧＡＴＨＥＲ・ＡＲＲＡＮＧＥ＞既に対象物が複数であっても櫛わ
ない表現もあったが，ここでは明示せざるを得ない。複数ということは前の物
に新たに加えていくＡＤＤを考えることになり，具体的には，目の前に対象物
を積象重ねることになる。何でも良いから山なりに積承上げるのはＨＥＡＰで

ある。ＰＩＬＥは，どちらかと言えば平板で積象重ね易い物の場合である。
SＴＡＣＫは同種の物を適宜，それらしく積むことであろう。堤防の盛り土の
ような形に積むのはＢＡＮＫである。

しかし，これらは，あちこちに散在していたであろう物を少しずつ一ケ所に

集めることでもある。一般的にＧＡＴＨＥＲが適用される。COLLECTは選
択的に集め，更に整理することをも暗示する。ＡＣＣＵＭＵＬＡＴＥは少しずつ

集め蓄積させることである。（Ａ－)ＭＡＳＳは，それが多量であることが多い。
ＨＯＡＲＤは，むしろ貯蔵の窓であり，ＳＴＯＲＥなどにつながる。ついでなが
ら人を集めるのはＡＳＳＥＭＢＬＥであり，また，部品を集めて組立てることも
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意味する。

どの場合も，ただ集めるだけでなく，無意識的に，好みのままに配置が行な

われている。ＡＲＲＡＮＧＥが適用されるが，積極的に－列，あるいは何列かに

配列するのはＬＩＮＥ，ＡＬＩＧＮであり，ＡＲＲＡＹは，その他，色々な配列が

考えられる。ＲＡＮＧＥは更にグループに分けることもあるか。－ケ所に集める

ことにも適用されるＧＲＯＵＰは，それを色々に仕分けること，つまり（AS-）

ＳＯＲＴのグループ分けも意味する。いくつかだけを孤立ＩＳＯＬＡＴＥさせるこ

ともあるだろう。それが捨てるDISCＡＲＤの意味を持つ場合もあろう。

折角，集めた物を，細かくグループ分けするということではなく，ばらばら

にすることもある。水を撒くのはＳＰＲＩＮＫＬＥであるが，類似した状況で，

広範に散らばらす，あるいは点在させるのはＳＣＡＴＴＥＲである。DISPERSE

は無理遣，四散させることか。更にＳＴＲＥＷは点在して覆っていることを強

調しているだろう。整然としている場合もある。ついでながら，部屋など整理

されずに混乱した状況を連想させるＭESS，ＬＩＴＴＥＲＤＩＳＯＲＤＥＲは散ら

かすことを意味する。

物理的変化

何かを修理したり作ったり，という生産的あるいは建設的な面を考えると，

ナイフからパワーシャベルに至るまでの道具や機械類が思い浮かぶ。ＳＡＷ，

PＬＡＮＥ，ＨＡＭＭＥＲ，FILE,ＰＵＮＣＨなどは道具名を表わすばかりでなく，

それぞれを機能させることも意味する。器用な手を介して行なわれるので，手

の延長であると考えられがちだが，口それも歯や，足の延長であったりする。

前者からはＢＩＴＥＧＮＡＷ，ＣＨＥＷなど，後者からはＴＲＥＡＤ，ＳＴＡＭＰ，

ＫＩＣＫなどが連想される。

しかし，一般的には，これらを含め，否定的な側面が思い浮かぶ。それらを

まとめておこう。表面的に一時，損傷を与えるのはＤＥＦＡＣＥであり，全体

にかかわるような場合はＤＩＳＦＩＧＵＲＥである。ＤＥＦＯＲＭは不自然なほどに

逸脱した外観を呈することである。一般的にはＴＲＡＮＳＦＯＲＭを適用しても

良いか。具体的にはＩＮＪＵＲＥ，ＢＲＵＩＳＥなどが挙げられる。ＤＡＭＡＧＥ，

IMPAIR，ＭＡＲなどは外観を損なうだけでなく，機能や価値まで台無しにす

ることを意味する。SPOILもここに加えておこう。以下，より具体的な基本

的な物理的変化を考えるには，掴むことから分析するのが適切であるように思
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８１ 

わｊＩＬる。

＜ＴＡＫＥ・PRESS・ＴＷＩＳＴ＞まず，何処かの，ある物を手に取るのは

ＴＡＫＥである。既述したように，そのまま運び去ることも意味する。しっか

り手にするのはＧＲＡＳＰで，急激だとSEIZEであり，動いている物を連想

させるＣＡＴＣＨに近づく。早く手元にしようとする力が加わるとＧＲＡＢ，

ＳＮＡＴＣＨが挙げられる。腕なども加わって力強く抱き込むのはＣＬＡＳＰで

あり，胸の中だとＨＵＧが適用される。

これらは指同志あるいは指と掌，腕と胸など，お互いに押し合っていること

になるが，それを強調すればPRESSが適用される（７）。特に親指と人差指で挾

むのはNIP，ＰＩＮＣＨである。掌で水の染染込んだスポンジなど圧搾するの

はSQUEEZEである。ＷＲＩＮＧも同様であるが，洗濯物を絞ることを連想
させ，捻ることも加わるか。

これらに対応する具体的か物理的変化を直接，連想させる代表的表現は

TWISTではないだろうか。振ることであり，糸など繕り合わせることを意味

する。糸を紡ぐＳＰＩＮ，髪を編むＢＲＡＩＤ，ＰＬＡＩＴなどを連想させる(8)。つ

いでながら，巻き付け，絡ませることも意味する（EN-)ＴＷＩＮＥも挙げてお

こう。振れを拡大して見ると巻き付けることにもなる。螺旋状の場合はＣＯＩＬ

の方が適切か。ＷＩＮＤは巻き続けて毛玉を作ったり，幅広い布などで巻き包

むことも意味する。筒状になることを強調すればＲＯＬＬである。本来，髪に
関してのＣＵＲＬは部分的巻き付けとも言える，捲れ上がる状態にも適用され

る。振れを歪みと解釈するとＤＩＳＴＯＲＴ,ＣＯＮＴＯＲＴなどが絡んでくる。歪

糸でも反らせたり，擁ませることになるとＷＡＲＰである。弧状に湾曲させる

のはＣＵＲＶＥであろう。更にＢＥＮＤは折り曲げる場合も含む。ＦＯＬＤは折

り曲げを繰返し，折畳むことまでも意味する(9)。ついでながら折り目を何本で
も良いから付けるのはＣＲＥＡＳＥであり，操承くしやにするのはＣＲＵＭＰＬＥ
である。

＜ＷＲＥＮＣＨ・ＴＥＡＲ＞手で掴む場合に暗示される手前に引こうとする

力を明確にグイと示すとＴＷＩＴＣＨである。捻る力も加わると強力になるが，

そちらを強調するとＷＲＥＮＣＨである。あの道具を連想させるが，椀ぎ取る

ことも意味する。ＷRESTは明確に，それを強調する。一方，引く力を話題

にすると，ＰＬＵＣＫは羽根など抜くことである。ＥＸＴＲＡＣＴも同様であるが，
より抽象的な意を持つ。これらに加え，張り付いている物を剥すのもＴEＡＲ
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であるが，広い意味に適用され，鉤裂きなど，引き裂くことも意味する。RIP，

ＲＥＮＤも同様な意を持つ。後述のＢＲＥＡＫにつながって行く。

表面を覆っている物を剥ぎ取るのはＳTRIP，ＢＡＲＥなどであり，ＤＩＳ

ＭＡＮＴＬＥは取り外すと言った感じである。明確に，着ている物を脱がせるの

はＤＩＶＥＳＴである。堅い殻に対してはＳＨＥＬＬが適用される。動物や果物

の皮に対してはＳＫＩＮであるが，広くⅢ擦り剥く意も持つ。より具体的に，

薄くて分離し易い皮にはＰＥＥＬが適用される。ついでながら，容易に剥けず，

刃物などを使用するとＰＡＲＥである。以上，別の視点からはＤＥＴＡＣＨが

適用されることを敢えて，ここに追記しておく(１０)。

＜ＴＯＵＣＨ・ＲＵＢ・ＳＣＲＡＰＥ＞手で掴むこととは前後してしまった感の，

触れることを考える。一般的にはＴＯＵＣＨで表わされる。明確に触れたこと

の確認が出来る程度の時間を要し，押す感覚もあり，軽く打つことで楽器など

に，いわば触れることも意味する。布などの物の感触を得るべく接触するのは

ＨＡＮＤＬＥであるが，様点に操作することまでも意味する。

程度に幅があり，触れる以前のこととも解釈出来る，何かが，いわば掠るこ

とも考察せざるを得ない。急激に，擦れ違い様だと，真空圧による鎌鼬ではな

いが，擦り剥くことになる。どれも比I楡的であるとも解釈し得るが,ＢＲＵＳＨ，

ＳＨＡＶＥ，ＧＲＡＺＥなどが挙げられる。擦り剥くことを明確に意味するのは

ＡＢＲＡＤＥである。体を擦って暖を取ることを表わすＣＨＡＦＥも，度を越し

てだろうか，この意味を持つ。

一般的に，擦るのはＲＵＢで，摩擦することである。触れる際の押す感覚を

横に往復させることであると説明出来るか。ついでながら，掌を軽く触れた程

度で一方向に撫でるとＳＴＲＯＫＥである。堅いタワシなどでゴシゴシ強く擦

るのはＳＣＲＵＢである。水なども使用するか。ＳＣＯＵＲはより堅い物で強力

に磨くことである。更に堅い物で「こそげる」のはＳＣＲＡＰＥである。削る

ことも時にはあるか。ＳＣＲＡＴＣＨは爪など鋭利な物で引っ掻くことである。

ついでながらＣＬＡＷも挙げておこう。下し金で擦るのはＧＲＡＴＥであり，

柔らかい物を対象とし，より荒いヤスリを用いるのはＲＡＳＰであり，堅い物

を対象とする。ＧＲＩＮＤは磨いたり研ぐだけでなく，押し潰して粉などに綴く

ことも意味する。ついでながら刃物を研ぐのはＷＨＥＴである。

＜PIERCE・ＰＩＣＫ・ＣＵＴ・ＳＮＩＰ＞以上のように，擦ることには，かな

りの力が加わっており，対象物によっては凹むだろう。ＤＥＮＴが適用される
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力､。垂直に棒状の物を押す，つまり突けば，簡単に行なえる場合もある。手で

触れる場合の押す感覚を話題に据えることになる。これはＰＯＫＥと言って良

いだろう。ついでながら突き出すことを強調するとＰＲＯＴＲＵＤＥ,PROJECT

が適用される。鋭利な物で突くことは刺すことになるが，ＰＲＯＤは突く意の

他，刺す意も持つ。

針などで刺すのはPRICKで，紙ならば穴も明く。刃物で突き刺すのは

ＳＴＡＢであり，尖った物で突き通す場合が多いのがPIERCEである。穴を

明けることを明確に意味するのはPERFORATE，ＰＵＮＣＨであり，専門の

道具も連想させる。タイヤなどパンクさせるのはＰＵＮＣＴＵＲＥである。こ

こで非常に特殊なＰＩＣＫを挙げておこう('１〕。隣の様な物を連想させ，「つつ

く」ことで「ほぐす」または穴を明けること，更に，挾むことで（摘み）取る

ことまでも意味する。一般的に穴を明けることはＨＯＬＥであろう。

ドリルを回転させることで板などに穴を明けるのがＤＲＩLL，ＢＯＲＥである

が，鉱山や油田などに関しても適用される。大地には鋤を使ってのＳＰＡＤＥ

が挙げられるが，掘り返したり，掘り出すことも含めＤＩＧが適用される。

ＥＸＣＡＶＡＴＥは考古学の発掘を連想させる。横穴を掘ったり，割り貫くのは

ＣＡＶＥである。トンネルを掘ることを明確に意味するのはＴＵＮＮＥＬである。

地表に溝を掘るのはＤＩＴＣＨあるいはＴＲＥＮＣＨである。ＦＵＲＲＯＷは畑

に畝溝を作ることである。

彫刻で溝を掘ったり，穴を明けたりするのは道具のノミを連想させる

ＣＨＩＳＥＬであろう。ＩＮＣＩＳＥは切り込糸を入れることでＥＮＧＲＡＶＥなどに

つながる。彫刻にはＣＡＲＶＥも適用されるが，削り取られた断片を重視する

場合があり，肉など削り取ることも意味する。どれも刃物を連想させるが，そ

こで広い意味を持つＣＵＴを挙げざるを得ない。穴明けから自在に切断するま

でを意味する。ところで薄く切り取るのはSLICEである。大きく鉈を振るう

のはＨＥＷ，ＨＡＣＫであるが，ＣＨＯＰになると繰返すことで小片にすること

も意味する。細かく切り刻むのはMINCE，ＳＨＲＥＤであろう。

裂かれる断面が長いことを暗示する表現がいくつかある。大きく切り裂くの

は肉切り包丁を連想させるＣＬＥＡＶＥであり，二分することを強調するのが

SPLITであろう。深く決るようなのがＧＡＳＨであり，非常に縦長であるこ

とを強調するのがＳＬＡＳＨで，浅いのはＳＬＩＴであろう。これらは，むしろ，

既述した，刃物を用いないＴＥＡＲの仲間として解釈されることもある。
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刃物として，鋏などを用いて切断することも追記する必要があろう。既に，

それらしき表現があったことを認める。ＳＮＩＰは鋏のあの音を連想させる。

ＳＨＥＡＲは大鋏で羊毛や木を切ることを意味し，CLIＰは更に爪なども対象と

なるし，紙など切り取ることも意味する。ＴＲＩＭは小奇麗にすることも意味

するように，余分な部分を切り取ることである。植木の枝を，いわゆる剪定す

るのはＰＲＵＮＥである。ＣＲＯＰは収穫の意もあるように，先端を切り取るこ

とだろうか。

＜ＳＴＲＩＫＥ・ＢＲＥＡＫ・DESTROY＞今迄，言及して来た，手に関する

所作の全てにスイングを加えると，叩くことになると説明出来ないだろうか。

少なくても，押し出す力に関しては妥当するように思える。掌で叩くのは

SＬＡＰに代表される。ＴＡＰは軽く叩くことで，ＲＡＰ，ＫＮＯＣＫ，ＰＵＮＣＨ

になると拳による。ＴＨＵＭＰは更に棒によることもあろう('2〕。『動かすこと』

で言及した，落とす,あるいは投げる場合も，何かに当たるとＨＩＴ，ＳＴＲＩＫＥ

が適用される。繰返し打つことはＢＥＡＴ，ＰＯＵＮＤであり，ＰＯＭＭＥＬは

拳による。鞭や棒でならＷＨＩＢＴＨＲＡＳＨなどが挙げられる。

ここまで来ると，強い衝撃で部分的に，あるいは全体的に破損が生じること

を，直接，意味する表現を考えざるを得ない。代表的にはＢＲＥＡＫが挙げら

れるだろう。ＦＲＡＣＴＵＲＥが対象とするガラスなど堅くて脆い物ばかりでは

なく，ＳＮＡＰの対象となる枝や紐などの他，更に，紙などに対しても適用さ

れる。ＣＲＡＣＫは堅い物の表面にひび割れを起こさせることであるが，音だ

けの場合もある(1,．鏡や木など縦長に割れるのはＳＰＬＩＮＴＥＲである。

SEVER,ＳＵＮＤＥＲは割れたりして，いくつかに分離することを強調してい

る。音と共に衝突が起きるだけでなく粉砕するのはＣＲＵＳＨである。押し潰

す場合もある。ＳＭＡＳＨは粉砕することを強調している。練り粉の意もある

ＢＡＴＴＥＲも同様である。ＳＨＡＴＴＥＲは打砕くことであろう。ＳＱＵＡＳＨは

柔らかいものを潰すことで，料理などで何度も叩いて潰すのはＭＡＳＨである。

構造物に対して，より抽象的に，かつ大規模になると破壊ということになる

だろうか。一般的にはＤＥＳＴＲＯＹが適用される。ＤＥＳＴＲＵＣＴも記さざる

を得ない。船や車などに対してはWRECKであろうか。建物を破壊するのは

DEMOLISHであり，ＲＡＺＥは倒壊させることである。大きい物だと上から

潰せず，下から壊すことになる。ついでながら，一般的に平らにすることは

LEVEL，ＦＬＡＴＴＥＮであろう。ＲＵＩＮは少しずつなのかも知れないが，結
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果的な壊滅状態を強調しているだろう。ＤＥＶＡＳＴＡＴＥは荒廃させることで

ある。

これらは時に爆発と共に起きることがある。内側から出る圧倒的な力による。

一般的にはＢＵＲＳＴが適用されるが炸裂を強調しているか。火薬などによる

EXPLODEは爆音を，ＢＬＡＳＴは爆風を強調しているか。ＥＲＵＰＴは火山の

爆発に適用され，噴火のように激しく噴出することを暗示する。

まとめ

より抽象的なもの，具体的であっても今迄の分類では処理出来ないもの，複

雑であっても言及せざるを得ない屯の等，ここでまとめておこう。

＜ＰＡＲＴ・ＪＯＩＮ・ＭＩＸ＞『動かすこと』で集めた物を仕分けること，『物

理的変化』で切断することなどは，まとまりを見せた物の分離を意味する。そ

の分離を強調するのがＰＡＲＴである。結果としての複数性を暗示するのが

ＤＩＶＩＤＥであり，それぞれが，また，まとまりを見せたり，独自に存在する

ことを意味するのがＳＥＰＡＲＡＴＥであろう。

逆に，別個である物を，ひとつにまとめることを考えると，元の独自性を失

わないでいることを暗示するのがＣＯＮＮＥＣＴであろう。それなりのまとま

りを見せるのがＪＯＩＮである。新たに別個の物になる程のまとまりをＵＮＩＴＥ

は示す。ＬＩＮＫは鎖の環のように独自性と全体性の両方を連想させる。それぞ

れ複数の物が組合わされるわけで，その組合わせを強調しているのがＣＯＭ‐

ＢＩＮＥである。⑪。

水と油は別としても，ほぼ同種の物同志の組合わせにおいて，混合すること

で全体を等質にさせるのはＭＩＸであり，ＢＬＥＮＤは良質になることを暗示

する。ＭＥＲＧＥは混合物であることを意識させない程である。ともあれ,と

にかく成分が複数であることを強調するのがＣＯＭＰＯＵＮＤであるｄＭＩＮ‐

ＧＬＥは混合しても相互に見分けがつく。

＜ＤＩＰ・ＳＯＡＫ＞対象物を箱などに入れて詰めることとの関連で液体，

特に水の中に入れることも言及せざるを得ない。液体の中に突込むのは

ＰＬＵＮＧＥである。一部分だけ浸すのはＤＩＰであるが，瞬間的なら全体で

も良い。ＩＭＭＥＲＳＥは全体を沈めることであり，潜水艦のように深いと

ＳＵＢＭＥＲＧＥである。ＳＴＥＥＰは潰け込むことか。液体を掛ける場合も含め，

染糸込ませるのがＳＯＡＫである。一般的に飽和した状態を連想させるのは
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ＳＡＴＵＲＡＴＥであり，度を越して，滴り落ちるのがＤＲＩＰである。雨などで，

びしょ濡れになっているＤＲＥＮＣＨは，その状態であろう。ところで，結果

として湿った状態を強調するのはＷＥＴ，ＭＯＩＳＴＥＮＤＡＭＰ(-EN）である。

ついでながら，反対に，乾かすのはＤＲＹに代表される(１５)。

＜SOIL・ＳＴＡＩＮ＞日頃，身に付けている物，家具や部屋などの汚れに関

して考える。極普通に汚すのはＳＯＩＬであり，特別な事で，度を越した場合

はＤＩＲＴＹである。更に不潔感が漂うとＦＯＵＬを適用しても良いか。つい

でながら，化学的なことになるだろうか，不潔な空気や水を連想させる汚染に

関してはＣＯＮＴＡＭＩＮＡＴＥ，POLLUTE，DEFILEなどが挙げられる。

大きなシミが付いているのはＳＰＯＴであり，小さいのはSPECKである。

ＳＭＥＡＲは油など，「ねとっく」場合に適用され，ＳＭＵＤＧＥは煤けた感じで

汚すことである。ＳＴＡＩＮは何らかの色がシミついてしまっての変色を表わす。

色槌せての変色はＦＡＤＥである。光沢がなくなる場合ＴＡＲＮＩＳＨが適用さ

れる。一般的に，変色はどれもDISCOLORに総括されるだろう。

＜ＣＯＡＴ・ＣＬＥＡＲ＞股後に，汚なく取り散らかした物を奇麗にすること

でまとめたい。好きな色に着色するのはCOLORである。特に淡い色合いに

はＴＩＮＧＥ，ＴＩＮＴが適用きれる('6)｡漂白あるいは脱色するのはＢＬＥＡＣＨ

である。染色は別でＤＹＥが適用される。ペンキを塗って色を付けるのは

ＰＡＩＮＴである。水しっくいを塗るのはＷＨＩＴＥＷＡＳＨである('7)。上薬で

艶出しをするのはGLOSSである。ＶＡＲＮＩＳＨ，ＬＡＣＱＵＥＲも，更にＷＡＸ

もここに記しておこう。ガラスをはめることを意味するＧＬＡＺＥは，ガラス

同様な艶出しをすることにも適用される。メッキすることも意味し，一般的に

覆うことであるＣＯＡＴがこれらを総括するであろう。

既述した擦ることや磨くことでも艶出しは出来る。それにはＳＨＩＮＥ，

POLISHが適用されるだろう。ついでながら，再び磨くことで一新するのは

REFURBISHである。これら磨く際には色上な理由で，油で拭くことも考え

られる。OIL，ＧＲＥＡＳＥが適用されるか。機械など潤滑油として油を塗る場

合はＬＵＢＲＩＣＡＴＥである。ついでながらＡＮＯＩＮＴは洗礼などで身体に油

を塗ることである。

部屋，その他を奇麗にするには，これらの事を考える前に，まず，布切れな

どで拭ったりしなければいけない。ＷIPEあるいはＤＵＳＴが適用されるか。

整頓も含め，奇麗にすることはＣＬＥＡＮである。ＴＩＤＹは特にキチンとする
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ことである。もう既に’別の愈味分野が，その窓を明けているように思える。

注

因染にpush-upあるいはpress-upは懸垂のことであり，puIl-upは腕立て伏せ
のことである。

ここでのｍｏｖｅは「動くことを連想させる」動詞群に属する，いわゆる自動詞と

して機能していることは言うまでもない。

LIFTは下にある埋もれた物を上に掘り出すことも意味する。それぞれ器具を連

想させるＳＣＯＯＰ，ＬＡＤＬＥＳＰＯＯＮ，更にＳＨＯＶＥＬの掬ってからの移動へ
とつながる。更に，後述のＤＩＧへもつながって行く。

ついでながらlift＝elevatorは災・米語の語粟の違いの代表例であることで良く

知られる。

DROPとＨＡＮＧの相違を考える上でdropcurtainを考えるのはどうであろ
うか。

その他ＧＬＵＥ，ＢＯＬＴ，SCREW，ＲＩＶＥＴなどが挙げられる。

ＫＮＥＡＤ，MASSAＧＥなどもここに追記した方が良いか。PRESS自身は既に

『動かすこと』で詰込む折に言及している。圧縮するのはＣＯＭＰＲＥＳＳである。
KＮＩＴ，ＷＥＡＶＢＳＥＷなどへつながって行くだろう。

FＯＬＤは既述したＨＵＧにも通じる。包承込むことにつながる。

このＤＥＴＡＣＨは『助かすこと』で記したＡＴＴＡＣＨと対立する。

ついでながらpickax(e）は鶴職の意である。
ついでながら梶棒で叩くのはＣＬＵＢである。

その都度は，言及しなかったけれど，他にも音を連想させる表現は多い。一般的
に「音を連想させる」動詞群を別途に考察するのも一興か。

以上のことは「ＫＮＯＷ及びＴＨＩＮＫに篤束する」動詞群のうち『認識』の一

部へとつながって行く。

ついでながらdrip-dryを考えてみたい。ＤＥＨＹＤＲＡＴＥも挙げておこう。
具体的に様炎な色にすることを表わす動詞表現は，例えばＲＥＤＤＥＮのように，

色を表わす形容詞表現にＥＮを付けることで表わされる。

絆創膏を張ることで記述したPLASTERも，しっくいを塗ることを愈味し，一
般的に，張ったり，塗ったりすることを広く意味する。ついでながら，ここのパ

ラグラフは『動かすこと』の覆ったり，包んだりすることにつながる。
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